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　　　健康保険証　令和６年１２月２日以降 新規発行が終了！！

−第5回（9月）定例会−

凡例 :賛→賛成　反→反対　退→退席　欠→欠席（議長は法律に定める特定のケース以外では表決をしないことになっています）

議決結果/議員賛否 令和6年 第5回 仙北市議会定例会（招集日：令和6年9月3日 最終日：9月27日）

議案番号

　　会派及び氏名　　　　

　　　　　件　　名

議
決
月
日

議
決
結
果

蒼
生
会

公
明
党

共
産
党

無
会
派

小
林
幸
悦

真
崎
寿
浩

高
橋
輝
彦

武
藤
義
彦

青
柳
宗
五
郎

門
脇
晃
幸

熊
谷
一
夫

平
岡
裕
子

髙
久
昭
二

荒
木
田
俊
一

田
口
寿
宜

澤
田
雅
亮

中
村
和
彦

小
田
島
広
仁

西
宮
三
春

議案第７９号 財産の取得について（除雪機械２） 9/3 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛

議案番号

　　会派及び氏名　　　　

　　　　　件　　名

議
決
月
日

議
決
結
果

蒼
生
会

新
成

せ
ん
ぼ
く

公
明
党

共
産
党

無
会
派

小
林
幸
悦

真
崎
寿
浩

高
橋
輝
彦

武
藤
義
彦

門
脇
晃
幸

青
柳
宗
五
郎

小
田
島
広
仁

中
村
和
彦

西
宮
三
春

熊
谷
一
夫

平
岡
裕
子

髙
久
昭
二

荒
木
田
俊
一

田
口
寿
宜

澤
田
雅
亮

議案第８０号 仙北市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について 9/27 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 反 賛 賛 賛

議案第８２号 令和６年度仙北市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 9/27 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛

議案第８６号 令和５年度仙北市一般会計歳入歳出決算認定について 9/27 認定 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 反 賛 賛 賛

議案第８８号 令和５年度仙北市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定に
ついて 9/27 認定 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛

議案第９４号 令和５年度仙北市病院事業会計決算認定について 9/27 認定 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 反
議員提出

議案第５号 意見書の提出について （地方財政の充実・強化を求める意見書） 9/27 否決 反 賛 反 反 反 反 反 反 反 賛 賛 賛 賛 賛 反

※全会一致で可決された議案については議員賛否を掲載しておりません。

　令和６年 第５回定例会が９月３日から９月 27 日まで 25 日間の会期で開催され、令和６年度一般会計補正予算などの
予算関係 6 件、令和５年度決算認定関係 12 件、報告関係 5 件、条例関係１件、その他 6 件、人事関係２件の計 32 件が
審議され、すべての議案が可決・認定・同意されました。また、最終日に議員提出議案の「地方財政の充実・強化を求
める意見書」について、もっと仙北市議会全体での議論が必要との反対意見が多数で否決となりました。

■第 5 回 定例会で可決された主な議案
議案第 78 号及び議案第 79 号　財産の取得について【全会一致で可決】
【議案第 78 号】除雪ドーザ 14t 級（２台）の取得 【議案第 79 号】除雪ドーザ 14t 級（１台）の取得

車輌概要　アングリングプラウ（ピン式）２人乗り
購入台数　２台
購入価格　46,178,000 円（1 台 23,089,000 円）
購入業者　㈱大曲産業機械 角館支店
納入期限　令和６年１０月３１日
契約方法　指名競争入札
※除雪ドーザの老朽化による取替え

車輌概要　サイドスライドアングリングプラウ（カプラ式）
　　　　　２人乗り、ロータリー除雪装置付き
購入台数　１台
購入価格　41,250,000 円
購入業者　㈱大曲産業機械 角館支店
納入期限　令和７年７月３１日
契約方法　随意契約

議員提出議案第５号「意見書」が否決される
　最終日に総務文教常任委員会から提出された議員提出議案第５号「地方財政の充実・強化を求める意
見書」に対して、２名の議員による反対討論があり、採決の結果反対多数で否決となりました。
反対討論①　総務文教常任委員５名中３名の賛成者での意見書提出であり、もう一度常任委員会での議

論が必要ではないか。
反対討論②　常任委員会で十分な討論をした実感がない。要望内容に拡大解釈が過ぎる部分がある。仙

北市の国への要望書を確認したうえで再度この要望書を検討するべき。

９月 12 日～ふるさと納税・コメを返礼品とする寄付を停止 !!
　ふるさと納税の返礼品の 80％を占める秋田県産
米の価格高騰により、あきたこまちの買い付けが
難しくなり、コメの返礼品を取り扱う事業者が必
要量を確保するのが困難な状況にあります。

◆昨年度寄付額　　25 億 8 千万円（過去最高）
◆昨年度経費　　　14 億 8 千万円
◆実質的な収入　　約 11 億円
　（今年度予算に 10 億円充当）



一般会計補正額５億２,９６４万９千円を可決
累計２１６億３,164万6千円に

クマ・イノシシの被害防止用の電気柵購入費補助金などが可決

◆クマ・イノシシの被害防止対策について
質問　有害鳥獣駆除事業費の内容について伺う。
答弁　鳥獣被害対策実施隊員（猟友会）の報酬増額に249万9千円、新規狩猟者登録補助金5万6千円、

くくり罠購入費 41 万 8 千円、電気柵購入費の補助金 100 万円である。
質問　電気柵購入費補助金の対象者と補助額を伺う。また、果樹木の伐採に係る補助はないのか。
答弁　出荷用の作物（水稲も含む）の被害防止のための電気柵購入費の 1/3（上限が 10 万円）を

補助する。また、果樹木伐採の補助金は、他市町村での成果を見て判断したい。

◆高齢難聴者補聴器購入費助成事業について
質問　今年度のこれまでの助成状況と今回の増額補正の内容について伺う。
答弁　当初予算として、上限 3 万円の助成金を 20 人分見込んで 60 万円計上していたが、８月で予

算に達したため、今後の申請件数を鑑み、10 人分の 30 万円を増額補正した。
補足　国保市民課窓口に「軟骨伝導イヤホン」を導入した。まだ利用はないが、かなりクリアに聞

き取れる。今後の利用を呼びかけていく。

◆医療 MaaS 管理運営事業費の増額について
質問　医療 MaaS 管理運営事業費を 13 万円増額する内容と今後の事業展開について伺う。
答弁　医療 MaaS 車輌「せんぼく医信電診丸」（移動診療車）の乗り降りの際のスライド式ステッ

プまでの歩行が困難な方のために、車いす用のスロープを購入する費用である。
　　　今後も利用者の要望等に応じて改善していきたい。また、看護師が同乗しており、遠隔診療

だけではなく、直接患者の異常を感じたり、患者との会話による対応も重視していきたい。

補正予算関連の一般質問・予算常任委員会での主な質疑

■令和６年度一般会計補正予算(第４号・第５号)の主な事業

定額減税補足給付金事業費 5,849万円 定額減税の所得税補足給付対象者の確定による給付金の不足分

高齢難聴者補聴器購入費助成事業費 30万円 65 歳以上の中度難聴者の補聴器購入費の助成金の増額

医療 MaaS 管理運営事業費 13万円 医療機関への受診が困難な市民を遠隔診療するための移動診
療車整備事業費の増額

有害鳥獣駆除事業費 397万円 農産物等の被害防止用の電気柵購入費補助金やくくり罠購入
費等

校務支援システム運用事業費 323万円 秋田県が主導する校務支援システムに係る費用

農業用施設災害復旧事業費 587万円 今年６月 30 日以降の大雨被害を受けた農地、農業用施設復
旧経費

公共土木施設災害復旧事業費補助金 3,082万円 昨年８月以降大雨被害を受けた河川の災害復旧経費

観光アクセス推進事業費 130万円 角館駅と紅葉の抱返り渓谷のシャトルバス運行経費の補助金

ふるさと仙北応援基金積立金 3億円 ふるさと納税寄付金の増額見込みによる基金積立金増額
( 計 18 億円 )

ふるさと納税ふるさと便事業費 1億5,165万円 ふるさと納税寄付金の３億円増額分の返礼品などの経費
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　９月定例会では令和５年度の決算についても審査されました。一般会計の決算額は歳入総額 240 億 6,069
万 4 千円、歳出総額 235 億 7,914 万 5 千円で、翌年度に繰り越すべき財源の 7,993 万 2 千円を差し引くと、
実質収支額が４億 161 万 7 千円の黒字になっています。

令和５年度一般会計・特別会計決算収支状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

区分 歳入 ① 歳出 ② 形式収支 ③
（① ー ②）

翌年度に繰
り越すべき

財源 ④

実質収支 ⑤
（③ ー ④）
下段前年度

単年度収支

一般会計 24,060,694,351 23,579,145,404 481,548,947 79,932,000
401,616,947

△ 130,377,038
531,993,985

特別会計 7,846,670,732 7,706,815,697 139,855,035 0
139,855,035

△ 74,639,469
214,494,504

特
別
会
計
の
内
訳

集中管理 3,944,143,023 3,944,143,023 0 0
0

0
0

国民健康保険
事業勘定 2,692,038,975 2,586,637,981 105,400,994 0

105,400,994
△ 53,703,942

159,104,936

国民健康保険
神代診療施設 87,468,793 87,430,306 38,487 0

38,487
△ 54,140

92,627

後期高齢者医療 360,442,464 360,415,364 27,100 0
27,100

26,300
800

介護保険 583,432,334 583,353,140 79,194 0
79,194

△ 115,899
195,093

生保内財産区 123,327,590 97,881,194 25,446,396 0
25,446,396

△ 10,274,730
35,721,126

田沢財産区 50,793,703 42,540,567 8,253,136 0
8,253,136

△ 10,094,332
18,347,468

雲沢財産区 5,023,850 4,414,122 609,728 0
609,728

△ 422,726
1,032,454

総　計 31,907,365,083 31,285,961,101 621,403,982 79,932,000
541,471,982

△ 205,016,507
746,488,489

注：単年度収支＝当年度の実質収支－前年度の実質収支

解説 自治体における黒字決算について（一般質問に対する田口市長の答弁から）

◆自治体の黒字は、民間企業の黒字とは全く違う意味合いであることを知っていただきたい。
・自治体の会計は、借金であろうが基金を取り崩そうが収入として扱うことができる。
・黒字であっても、借金が増えたり、基金が減っていくという現象もあり得ることである。
・予定した事業ができなかったり、補助金より少ない金額で事業が完了すると差引プラスで黒字と表

現される。
・黒字分は基金に戻したり、補助金を返納したりして、自由には使えない黒字である。
・民間企業の黒字は利益であるが、自治体の黒字は利益ではない。

令
和
５
年
度
一
般
会
計
決
算

本
会
議
及
び
予
算
常
任
委
員
会

の
質
疑
か
ら

令和５年度 歳入歳出決算認定なる！
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度
決
算
を
見
る
と
、

ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
経
費
が
56
％
と

な
っ
て
い
る
が
大
丈
夫
か
。

答
弁

令
和
５
年
度
決
算
書
の
経
費
に

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
経
費
で
は
な
い
仙

北
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
経
費
が
入
っ
て

お
り
、
そ
れ
ら
を
除
外
す
る
と
経
費
は

49
．
４
％
に
納
ま
っ
て
い
る
。

仙北市議会だより5

８
人
の
提
言

市長 実情に合った形での導入について再度検討したい

蒼生会 高 橋 輝 彦 議員

以前導入するとしたバス等での
移動式期日前投票所の実現を

■広報誌等で市民への分り易い説明が求められた
　令和５年度黒字決算

仙
北
市
の
令
和
５
年
度
決
算
に

つ
い
て

質
問

令
和
５
年
度
の
一
般
会
計
の
実
質

収
支
額
が
４
億
１
６
１
万
７
千
円
の
黒
字

決
算
と
の
こ
と
だ
が
、自
治
体
の
会
計
は
、

民
間
企
業
で
の
黒
字
と
は
違
う
も
の
で
あ

る
こ
と
を
市
民
に
分
り
易
く
伝
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
弁

確
か
に
民
間
企
業
と
違
い
、
借
金

で
あ
ろ
う
が
基
金
の
取
り
崩
し
で
あ
ろ
う

が
収
入
と
見
な
さ
れ
、
赤
字
に
は
な
ら
な

い
仕
組
み
で
あ
る
。
事
業
の
進
捗
を
確
認

し
、
歳
出
の
清
算
減
額
等
の
処
理
を
し
っ

か
り
と
行
う
よ
う
指
示
し
て
い
く
。

質
問

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
指

標
と
さ
れ
る
「
経
常
収
支
比
率
」
が

１
０
０
％
を
超
え
て
お
り
、
人
件
費
な
ど

経
常
的
な
経
費
ま
で
も
借
金
等
で
賄
う
こ

と
に
な
る
が
、
令
和
５
年
度
は
何
か
特
別

な
事
情
が
あ
っ
た
の
か
。

答
弁

経
常
収
支
比
率
に
影
響
す
る
人
件

費
は
昨
年
度
よ
り
減
少
し
て
い
る
が
、
病

院
事
業
へ
の
２
億
円
、
は
な
さ
き
仙
北
へ

の
１
億
円
の
補
助
金
の
増
額
が
比
率
悪
化

の
要
因
で
あ
り
、
両
者
に
は
企
業
努
力
に

よ
る
経
営
改
善
を
お
願
い
し
て
い
る
。

事
務
事
業
評
価
に
よ
る
行
財
政

改
革
に
つ
い
て

質
問

仙
北
市
の
行
財
政
改
革
を
目
的

に
、
既
存
の
事
務
事
業
の
廃
止
、
縮
小
、

継
続
、
拡
充
を
判
断
す
る
事
務
事
業
評
価

に
期
待
し
て
い
る
。
今
年
度
、
95
事
業
を

評
価
す
る
に
あ
た
り
、
仙
北
市
総
合
政
策

審
議
会
で
の
外
部
評
価
を
受
け
た
事
業
が

４
事
業
し
か
な
か
っ
た
が
、
も
っ
と
外
部

の
評
価
を
取
り
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

答
弁

外
部
評
価
は
様
々
な
分
野
に
精
通

さ
れ
た
方
々
を
メ
ン
バ
ー
と
し
て
い
る
。

一
次
評
価
で
廃
止
と
し
た
事
業
は
す
べ

て
外
部
評
価
を
得
て
い
る
。
今
年
度
は
一

次
評
価
で
継
続
と
し
た
中
で
も
、
特
に
重

要
な
事
業
で
客
観
的
な
意
見
を
伺
い
た
い

３
事
業
を
外
部
評
価
と
し
た
。

選
挙
の
投
票
率
ア
ッ
プ
に
向
け

た
取
り
組
み
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て

質
問

令
和
４
年
度
の
仙
北
市
議
会
議
員

選
挙
後
の
一
般
質
問
の
答
弁
で
導
入
す
る

と
し
た
、
バ
ス
等
で
の
移
動
式
期
日
前
投

票
所
が
可
能
と
な
る
、
選
挙
人
名
簿
対
照

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
と
投
票
所
ま
で
の

選
挙
人
の
移
動
支
援
に
つ
い
て
の
進
捗
状

況
を
伺
う
。

答
弁
（
選
管
事
務
局
長
）
シ
ス
テ
ム
導
入

に
は
約
５
～
６
百
万
円
を
要
し
、
バ
ス
等

の
巡
回
ル
ー
ト
の
構
築
も
困
難
で
あ
り
、

選
挙
人
名
簿
対
照
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム

の
導
入
は
断
念
し
た
。

投
票
所
ま
で
の
移
動
支
援
は
、
タ
ク

シ
ー
会
社
と
提
携
し
、
来
春
の
県
知
事
選

挙
か
ら
対
応
し
た
い
。

質
問

バ
ス
等
で
の
投
票
所
は
、
期
日
前

投
票
で
の
利
用
で
あ
り
、
巡
回
ル
ー
ト
は

い
く
ら
で
も
構
築
で
き
る
し
、
事
業
費
は

国
の
補
助
金
な
ど
が
あ
る
は
ず
だ
。
い
っ

た
い
何
を
検
討
し
た
の
か
。

一
般
質
問
で
の
答
弁
内
容
が
一
方
的
に

反
故
さ
れ
て
お
り
、
議
会
を
軽
視
し
た
対

応
で
は
な
い
か
。
市
長
は
ど
う
思
う
か
。

答
弁

非
常
に
心
苦
し
く
感
じ
て
い
る
。

仙
北
市
で
の
導
入
に
つ
い
て
の
可
能
性
を

も
う
一
度
検
討
さ
せ
て
欲
し
い
。
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８
人
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提
言

地域のこども園の将来は

新成せんぼく 西 宮 三 春 議員

市長 今後１０年間を見据えた検討をしていく

受
付
方
法
・
相
談
体
制
を
検
討
す
る
。

さ
ら
な
る
防
災
強
化
に
向
け
て

質
問

近
年
の
豪
雨
災
害
等
を
踏
ま
え
、

毎
年
実
施
し
て
い
る
消
防
団
の
水
防
訓
練

と
、
市
内
の
各
自
主
防
災
組
織
が
合
同
で

訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
災
害
時
の
連

携
強
化
・
市
民
の
自
発
的
な
防
災
組
織
の

結
成
や
育
成
強
化
も
期
待
で
き
る
と
考
え

る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答
弁

今
後
、
各
種
訓
練
へ
の
自
主
防
災

組
織
の
参
加
に
つ
い
て
、
消
防
団
や
角
館

消
防
署
と
協
議
し
、
さ
ら
に
強
固
な
関
係

構
築
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

子
ど
も
の
「
育
ち
」
へ
の
支
援

に
つ
い
て

質
問

昨
今
の
出
生
数
の
動
向
か
ら
入
園

園
児
が
減
少
し
、
経
営
が
厳
し
い
と
見
込

ん
で
い
る
地
域
の
こ
ど
も
園
の
検
討
は
。

答
弁

現
在
、
仙
北
市
こ
ど
も
計
画
策
定

に
向
け
た
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
、
今
後
の
保
育
施
設

の
必
要
量
の
見
込
み
を
立
て
て
い
る
。

質
問

０
歳
か
ら
の
入
園
や
配
慮
を
必
要

と
す
る
子
ど
も
の
増
加
傾
向
等
、
保
育
士

の
余
裕
あ
る
配
置
が
必
要
と
考
え
る
。
は

な
さ
き
仙
北
補
助
金
に
つ
い
て
の
見
解
を

伺
う
。

答
弁

市
の
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、
は

な
さ
き
仙
北
運
営
補
助
に
つ
い
て
は
継
続

を
し
て
い
く
が
経
費
の
削
減
等
、
市
と
共

に
様
々
な
工
夫
を
し
、
こ
の
地
域
の
子
ど

も
た
ち
の
育
つ
環
境
を
維
持
し
た
い
。

利
用
し
や
す
い
子
育
て
支
援
へ

質
問

大
仙
市
に
産
後
ケ
ア
施
設
が
開
設

さ
れ
、ニ
ー
ズ
が
増
え
る
と
想
定
さ
れ
る
。

補
助
を
受
け
て
の
利
用
回
数
を
増
や
す

こ
と
は
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
多
胎
児
世

帯
へ
の
子
育
て
支
援
の
拡
充
に
つ
い
て
見

解
を
伺
う
。

答
弁

現
在
、
産
後
ケ
ア
施
設
利
用
に
係

る
補
助
は
、
１
回
の
出
産
に
つ
き
通
所
型

１
回
、
居
宅
訪
問
型
３
回
の
補
助
と
な
っ

て
い
る
。
近
隣
を
参
考
に
通
所
型
、
居
宅

訪
問
型
問
わ
ず
７

回
ま
で
補
助
回
数

を
引
き
上
げ
る
。

ま
た
、
多
胎
児

世
帯
に
対
し
て
、

出
産
さ
れ
た
子
ど

も
の
数
に
応
じ
て

利
用
回
数
を
倍
増

す
る
よ
う
検
討
し

て
い
く
。

質
問

市
が
行
っ

て
い
る
支
援
や
相

談
窓
口
の
う
ち
、

若
い
世
代
や
現
代

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

て
い
な
い
と
思
わ

れ
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
改
善
・
拡
充
に
つ
い
て
伺
う
。

①
産
後
ケ
ア
利
用
申
し
込
み
が
電
話
の
み

だ
が
、
産
後
の
体
調
を
考
慮
し
、
電
話
以

外
の
申
し
込
み
を
選
択
可
能
に
し
て
は
ど

う
か
。
②
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
相
談
窓

口
も
現
在
電
話
の
み
だ
が
、
相
談
申
込
み

を
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
も
受
け
付
け
で
き
な
い

か
。
③
「
こ
こ
ろ
の
相
談
」
も
電
話
相
談

の
み
だ
が
、
相
談
し
た
い
学
生
が
利
用
で

き
な
い
現
状
を
改
善
で
き
な
い
か
。

答
弁

①
母
子
手
帳
ア
プ
リ
か
ら
申
請

し
、
手
続
き
を
進
め
る
方
法
を
導
入
に
繋

げ
て
い
く
仕
組
み
・
体
制
を
検
討
す
る
。

②
市
民
意
識
調
査
に
よ
り
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
今
後
の
対
応
を
検
討
す
る
。
③
今
後
、

■大仙市にも開設され益々需要が高まる産後ケア
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８
人
の
提
言

市長 ホテル誘致は今がチャンスと捉え
滞在型観光地を実現させたい

新成せんぼく 中 村 和 彦 議員

宿泊・イベント対応に
新たなホテル誘致が必要ではないか

い
く
。

質
問

宿
泊
税
導
入
に
つ
い
て
の
進
捗
状

況
を
伺
う
。

答
弁

全
国
各
地
で
宿
泊
税
の
導
入
が
加

速
化
さ
れ
て
お
り
、
当
市
と
し
て
も
目
標

に
掲
げ
て
い
る
。
導
入
に
際
し
て
は
、
宿

泊
事
業
者
の
理
解
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
必

要
不
可
欠
で
あ
り
、
導
入
に
向
け
た
第
一

歩
と
し
て
、
市
内
宿
泊
業
者
と
の
意
見
交

換
会
を
10
月
か
ら
実
施
す
る
方
向
で
調
整

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

福
祉
行
政
に
つ
い
て

質
問

こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
、
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
を
養
成
し
、
自
殺
予
防
対
策

等
を
図
る
と
の
事
だ
が
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
進
め
る
の
か
伺
う
。

答
弁

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
は
、
周
囲
で
悩

み
孤
立
し
て
い
る
人
へ
声
を
か
け
、
必
要

な
支
援
へ
と
つ
な
げ
る
事
を
目
的
と
し
て

お
り
、
最
終
的
に
、
市
民
全
員
が
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
と
な
り
、
自
殺
予
防
の
意
識
を

高
め
、
仙
北
市
か
ら
自
殺
者
を
無
く
す
こ

と
を
目
標
に
し
て
い
る
。
今
後
、
私
を
含

め
て
市
役
所
全
職
員
の
受
講
を
計
画
し
て

い
る
。
令
和
元
年
か
ら
令
和
5
年
度
ま

で
、
市
内
で
５
６
２
名
の
方
が
受
講
し
て

い
る
。

質
問

病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
に
つ
い

て
、
令
和
７
年
度
設
立
と
あ
る
が
、
進
捗

状
況
を
伺
う
。

答
弁

社
会
福
祉
法
人
は
な
さ
き
仙
北

が
、
角
館
こ
ど
も
園
敷
地
内
に
病
児
・
病

後
児
保
育
施
設
を
来
年
度
開
設
す
る
べ

く
、
現
在
、
新
築
に
向
け
た
基
本
設
計
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
建
設
に
あ
た
り
、
来

年
度
補
助
金
申
請
を
行
い
、
事
業
ス
タ
ー

ト
は
、
遅
く
て
も
令
和
８
年
度
を
予
定
し

て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

今
後
の
観
光
行
政
に
つ
い
て

質
問

宿
泊
施
設
が
少
な
く
、
個
人
、
団

体
、
外
国
人
観
光
客
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
対

応
に
つ
い
て
、
ホ
テ
ル
誘
致
が

必
要
と
思
う
が
考
え
を
伺
う
。

答
弁

全
県
的
に
見
て
も
宿
泊

施
設
が
、
非
常
に
枯
渇
し
て
い

る
。
新
聞
報
道
で
は
、
能
代
駅

前
へ
の
ホ
テ
ル
誘
致
や
、
潟
上

市
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
の
建

設
、
男
鹿
市
で
の
、
一
泊
10
万

円
を
超
え
る
高
級
な
ホ
テ
ル

が
建
設
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。
仙
北
市
で
も
ホ
テ
ル
誘
致

の
対
応
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。
ぶ
な
の
森
玉
川
温
泉
の
跡

地
を
、
星
野
リ
ゾ
ー
ト
が
所
有

し
て
お
り
、
玉
川
開
発
の
役
員

会
を
行
う
時
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で

参
加
し
て
い
る
。

ま
た
、
古
城
橋
の
た
も
と
の

土
地
を
所
有
し
て
い
る
共
立
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
、
ド
ー
ミ
ー
イ
ン

さ
ん
が
、
ボ
ー
リ
ン
グ
し
て
温
泉
が
出
た

こ
と
も
聞
い
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
有
力

な
ホ
テ
ル
経
営
企
業
の
仙
北
市
へ
の
進
出

を
促
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
ホ

テ
ル
誘
致
は
、
県
内
の
複
数
の
自
治
体
で

建
設
の
兆
し
が
あ
り
、
今
が
チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
て
お
り
、
私
自
身
も
ホ
テ
ル
誘
致
に

向
け
た
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
積
極
的
に
行

い
、
新
た
な
可
能
性
を
探
る
こ
と
は
無
論

で
あ
る
が
、
一
時
休
止
と
な
っ
て
い
る
ホ

テ
ル
の
活
用
も
含
め
、
滞
在
型
観
光
地
の

実
現
に
向
け
て
、
継
続
的
に
取
り
組
ん
で

■今がチャンスと捉え今後力を入れるホテル誘致
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８
人
の
提
言

市長 利用意向を把握するためアンケート調査を実施したい

澤 田 雅 亮 議員

長期休暇時の児童クラブでの
弁当注文サービスの導入を

し
合
い
を
進
め
、
時
代
に
即
し
た
も
の
に

し
て
い
く
。

一
人
あ
た
り
の
観
光
消
費
額
を
上
げ
る

た
め
に
、
令
和
５
年
度
か
ら
は
仙
北
市
で

は
、
国
の
高
付
加
価
値
事
業
に
田
沢
湖
の

宿
泊
施
設
な
ど
が
取
り
組
み
、
施
設
の
リ

二
ュ
ー
ア
ル
な
ど
を
行
う
事
で
、
高
付
加

価
値
を
目
指
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
に
繋
げ
て

い
く
。

質
問

仙
北
市
第
三
次
観
光
振
興
計
画
の

中
で
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
農
村
・
営

み
、
自
然
・
温
泉
、
歴
史
・
伝
統
イ
コ
ー

ル
「
仙
北
市
ブ
ラ
ン
ド
」
で
共
に
創
る
た

め
に
数
値
的
目
標
及
び
、
達
成
す
る
た
め

の
環
境
整
備
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

特
に
、
建
設
コ
ス
ト
、
維
持
コ
ス
ト
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
検
討
す
る
か
。

答
弁

高
い
景
観
価
値
を
維
持
す
る
た
め

の
環
境
整
備
が
最
重
要
課
題
と
考
え
る
。

質
問

仙
北
市
の
観
光
に
対
す
る
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
を
形
に
す
る
た
め
に
管
轄
は

市
で
は
な
い
が
、
学
校
の
専
門
性
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
は
無
い
か
と
思
う

が
ど
う
か
。

答
弁

観
光
業
の
推
進
に
お
い
て
も
、
人

材
育
成
は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
市
、
企

業
、
高
校
の
産
学
官
が
、
よ
り
一
層
の
連

携
を
図
り
、
今
後
ど
う
や
っ
て
仙
北
市
の

観
光
業
を
よ
り
一
層
向
上
さ
せ
て
い
く
の

か
、
ま
た
、
客
単
価
を
上
げ
る
の
か
、
人

数
を
増
や
す
の
か
な
ど
の
戦
略
的
な
部
分

も
具
体
的
に
考
え
て
い
き
た
い
。

長
期
休
暇
に
お
け
る
児

童
ク
ラ
ブ
の
弁
当
注
文

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

質
問

広
い
仙
北
市
に
お
い

て
、
弁
当
を
提
供
す
る
の
に
地

域
格
差
も
あ
る
と
思
う
が
、
ま

ず
は
出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
助
成

な
し
で
試
験
的
に
運
用
し
て
は

ど
う
か
。

答
弁

毎
日
の
弁
当
作
り
を
負

担
と
考
え
る
保
護
者
も
い
る
と

は
思
う
の
で
利
用
者
意
向
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
地
域
格
差

も
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
く
。

質
問

子
ど
も
及
び
、
そ
の
家

族
の
幸
福
度
上
昇
に
向
け
て
重

要
な
取
り
組
み
だ
と
思
う
が
ど
う
考
え
る

か
。

答
弁

実
現
で
き
れ
ば
子
ど
も
、
保
護
者

に
と
っ
て
良
い
施
策
と
考
え
ら
れ
る
。

質
問

地
域
で
の
飲
食
店
と
協
力
体
制
の

構
築
を
重
要
と
考
え
る
が
、
地
域
ご
と
の

話
し
合
い
を
今
後
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。

答
弁

飲
食
店
の
少
な
い
地
域
も
あ
る
た

め
、
ま
ず
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、
ど
の

よ
う
な
協
力
を
求
め
る
か
も
含
め
、
地
域

の
方
々
と
話
し
合
い
を
進
め
て
い
く
。

質
問

こ
ど
も
家
庭
庁
か
ら
、
市
の
財
政

を
圧
迫
せ
ず
に
、
昼
食
準
備
に
か
け
る
人

件
費
助
成
の
情
報
が
あ
る
が
市
は
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

答
弁
（
市
民
福
祉
部
長
）
こ
ど
も
家
庭
庁

の
情
報
は
把
握
し
て
い
る
が
、
実
際
仙
北

市
の
ス
ケ
ー
ル
を
考
え
た
時
、
職
員
の
確

保
が
で
き
る
か
ど
う
か
も
含
め
調
査
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

仙
北
市
の
観
光
環
境
向
上
に
つ

い
て

質
問

観
光
環
境
の
変
化
に
際
し
て
、
現

在
実
施
計
画
的
な
も
の
を
検
討
し
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
が
、
観
光
振
興
計
画
は
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
か
。

答
弁

変
化
す
る
世
の
中
の
動
き
に
合
わ

せ
な
が
ら
、
年
度
毎
に
推
進
協
議
会
で
話

■放課後児童クラブでの弁当注文サービスの検討を始める
子育て推進課

　隣は今年度新設のこども家庭センター
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８
人
の
提
言

市長 生産者の皆さんと、意見交換しながら
市の支援についての方向性を検討したい

日本共産党 平 岡 裕 子 議員

伝統野菜「田沢ながいも」を
絶やさないための支援策は

中
で
、
仲
間
と
活
動
を
楽
し
ん
で
い
る

が
、
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
へ
の
負
担
も

あ
り
、
窮
屈
な
内
情
に
な
っ
て
い
る
。
県

単
位
の
集
会
等
に
、
仙
北
市
の
バ
ス
を
使

用
で
き
な
い
の
は
な
ぜ
か
疑
問
に
思
っ
て

い
る
方
が
多
い
。
理
由
を
伺
う
。

答
弁

市
バ
ス
の
使
用
は
、
市
の
事
務
事

業
に
関
す
る
調
査
や
視
察
研
修
、
市
の
イ

ベ
ン
ト
、
外
部
団
体
に
委
託
し
て
行
う
事

業
に
、
規
程
を
設
け
て
使
用
の
可
否
を
決

定
し
て
い
る
。
老
人
ク
ラ
ブ
に
は
一
般
の

団
体
と
同
じ
よ
う
に
、
市
バ
ス
の
使
用
を

許
可
し
て
い
な
い
。

質
問

長
寿
支
援
課
の
担
当
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
の
参
加
と
な
れ
ば
、
バ
ス
配
車
は
可

能
で
は
な
い
か
。
見
解
を
伺
う
。

答
弁

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
補
助
金

に
は
、
各
種
研
修
会
や
各
種
大
会
時
に
バ

ス
等
借
り
上
げ
経
費
も
含
ま
れ
て
い
る
。

来
年
か
ら
は
、
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

主
催
の
県
大
会
及
び
文
化
祭
に
限
り
、
市

の
事
業
と
し
て
担
当
課
で
バ
ス
を
借
り
上

げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

他
の
質
問
事
項

・
旧
角
館
病
院
解
体
、
上
野
庁
舎
改
修
工

事
に
関
す
る
進
捗
状
況
に
つ
い
て

・
飲
料
地
下
水
の
水
質
検
査
実
施
に
つ
い

て
・
社
会
福
祉
法
人
は
な
さ
き
仙
北
へ
の
補

助
金
に
つ
い
て

「
田
沢
な
が
い
も
」
栽
培
支

援
に
つ
い
て

質
問
「
田
沢
な
が
い
も
」
は
、
栽

培
す
る
砂
地
の
多
い
土
壌
が
大
き

く
影
響
し
て
お
り
、
他
の
地
域
の

長
芋
と
比
べ
て
「
粘
り
」「
コ
ク
」

が
強
い
の
が
特
徴
で
あ
り
、
販
売

と
同
時
に
完
売
と
な
る
人
気
商
品

だ
。
今
年
は
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る

被
害
が
大
き
く
収
穫
減
は
目
に
見

え
て
い
る
が
、
イ
ノ
シ
シ
被
害
対

策
で
苦
慮
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

電
気
柵
が
有
効
と
の
情
報
が
あ
る
。

国
の
補
助
金
交
付
条
件
に
、
自

治
体
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
被
害
防

止
計
画
を
仙
北
市
は
策
定
し
て
い

る
か
。

答
弁

平
成
24
年
に
策
定
し
、
令
和
３
年

に
更
新
、
今
年
度
で
計
画
満
了
に
な
る
の

で
見
直
し
を
行
う
。

質
問

ま
た
、
条
件
に
は
、
個
人
で
は
な

く
受
益
戸
数
が
３
戸
以
上
で
防
止
計
画
が

策
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
あ
る
が
、
な

い
場
合
は
ど
う
な
る
の
か
伺
う
。

答
弁
（
農
林
商
工
部
長
）
市
の
防
止
計

画
に
よ
り
、
仙
北
市
鳥
獣
被
害
対
策
協
議

会
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
協
議
会
で
交
付

金
を
活
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
被
害
に

あ
っ
た
か
ら
と
、
す
ぐ
活
用
で
き
る
も
の

で
は
な
い
。
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た

「
田
沢
な
が
い
も
」
を
今
後
も
何
ら
か
の

支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

市
の
単
独
補
助
金
と
し
て
、
今
定
例
議

会
に
補
正
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

質
問

市
の
特
産
品
と
し
て
今
後
生
か
し

て
い
く
と
す
れ
ば
、
具
体
的
な
施
策
が

あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

答
弁

生
産
者
の
高
齢
化
、
担
い
手
が
い

な
い
な
ど
課
題
が
あ
る
。
農
業
が
引
き
続

き
携
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
環
境
づ

く
り
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

高
齢
者
の
活
動
支
援
を

質
問

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
年
会
費
を
出
し

合
い
、
市
の
補
助
金
と
合
わ
せ
た
予
算
の ■６月下旬、イノシシ被害により、収穫が見込めない ながいも畑
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８
人
の
提
言

市長 今後、実施について検討していきたい

田 口 寿 宜 議員

職場内のハラスメントに関する
アンケート調査を行う考えは

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
つ
い
て

質
問

仙
北
市
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
等

に
関
す
る
要
綱
が
あ
る
。
第
７
条
に
相
談

員
の
設
置
と
い
う
条
項
が
あ
る
が
、
常
に

相
談
で
き
る
体
制
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
現
在
、
相
談
員
は
い
る
の
か
。

答
弁

総
務
課
長
と
総
務
課
職
員
係
を
相

談
員
と
し
て
配
置
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

仙
北
市
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
等
に
関
す

る
要
綱
第
６
条
の
規
定
に
よ
り
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
・
排
除
の
た
め
の
指
針
を
設

け
て
お
り
、
そ
の
中
で
規
定
し
て
い
る
。

質
問

第
８
条
に
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

委
員
会
の
設
置
と
い
う
条
項
が
あ
る
。
条

文
を
読
む
限
り
、
相
談
を
受
け
て
か
ら
動

く
対
策
委
員
会
と
受
け
止
め
た
。
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
が
起
き
な
い
よ
う
、
常
に
対
策
を

論
じ
、
行
動
を
起
こ
し
て
い
く
、
周
知
し

て
い
く
委
員
会
に
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

答
弁

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
委
員
会
は
、

相
談
ま
た
は
苦
情
が
あ
っ
た
場
合
や
相
談

員
か
ら
の
報
告
に
よ
る
委
員
会
と
規
定
し

て
い
る
。
事
案
に
つ
い
て
事
実
関
係
を
調

査
し
、
市
長
へ
の
懲
戒
処
分
も
し
く
は
指

導
上
の
措
置
の
提
言
、
ま
た
は
当
該
所
属

長
、
相
談
員
及
び
職
員
に
対
し
て
指
導
、

助
言
、
必
要
な
斡
旋
を
行
う
委
員
会
と
位

置
付
け
て
い
る
。

指
針
に
お
い
て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

対
策
の
責
任
者
を
総
務
課
と
し
て
お
り
、

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
良
好
な
職
場
環
境
を

確
保
す
る
た
め
、
指
針
の
職
員
へ
の
周
知

徹
底
や
研
修
、
相
談
窓
口
の
設
置
に
取
り

組
む
事
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
各
所
属
長

は
指
針
に
基
づ
き
職
場
内
で
の
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
に
全
力
を
挙
げ
取
り
組
む
と
共

に
、
相
談
・
苦
情
等
が
あ
っ
た
場
合
は
直

ち
に
対
応
し
、
総
務
課
長
と
連
携
し
、
問

題
の
早
期
解
決
に
努
め
る
事
と
し
て
い

る
。
先
ず
は
本
指
針
に
基
づ
き
対
策
を
進

め
て
い
き
た
い
。

質
問

職
場
内
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
考
え
は
な
い

か
。

答
弁

匿
名
の
訴
え
を
受
け
入
れ
る
事
な

ど
、
相
談
窓
口
へ
の
入
り
口
に
な
る
事
が

期
待
さ
れ
る
の
で
、
定
期
的
な
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
実
施
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

質
問

文
化
部
（
特
に
吹
奏
楽
部
）
に
お

い
て
も
部
員
数
の
激
減
に
よ
り
、
そ
う
遠

く
な
い
将
来
に
地
域
移
行
の
形
を
取
る
時

が
来
る
も
の
と
予
測
さ
れ
る
。
運
動
部
と

合
せ
て
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁
（
教
育
長
）
指
導
者
や
練
習
場
所
の

確
保
等
の
課
題
が
想
定
さ
れ
る
が
、
地
域

の
実
情
に
配
慮
す
る
と
共
に
、
他
地
域
の

実
践
例
な
ど
も
参
考
に
し
な
が
ら
、児
童
・

生
徒
及
び
保
護
者
の
要
望
を
丁
寧
に
聞
き

取
り
、
仙
北
市
部
活
動
地
域
移
行
検
討
委

員
会
及
び
仙
北
市
部
活
動
地
域
推
進
本
部

に
お
い
て
、
文
化
部
活
動
の
よ
り
良
い
地

域
移
行
の
在
り
方
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね

て
い
く
事
に
し
て
い
る
。

他
の
質
問
事
項

・
田
沢
湖
マ
ラ
ソ
ン
中
止
に
つ
い
て

・
は
な
さ
き
仙
北
の
運
営
に
つ
い
て

■運動部に続き地域移行が検討される吹奏楽部などの文化部活動



こ
こ
が
聞
き
た
い

仙北市議会だより11

８
人
の
提
言

市長 仙北丸を縮小しても安心して
目的地へ向けて旅ができるイメージを描いている

まちのたたみ方を
どのようにイメージしているか

蒼生会 門 脇 晃 幸 議員

ま
ち
の
た
た
み
方
に
つ
い
て

質
問

立
地
適
正
化
計
画
は
策
定
し
て
い

る
か
。

答
弁

本
計
画
は
、
市
全
体
の
未
来
像
を

描
き
、
公
共
施
設
や
民
間
サ
ー
ビ
ス
施
設

等
も
対
象
に
流
動
を
図
る
た
め
の
制
度
と

し
て
創
設
さ
れ
た
。
仙
北
市
で
は
策
定
し

て
い
な
い
が
、
令
和
７
年
度
か
ら
２
ヵ
年

を
目
途
に
国
の
財
政
的
支
援
を
受
け
て
策

定
予
定
で
あ
る
。

質
問

ま
ち
の
た
た
み
方
は
、
行
財
政
改

革
そ
の
も
の
で
あ
り
痛
み
を
伴
う
。
市
民

の
理
解
を
得
る
の
は
容
易
で
は
な
い
が
、

市
と
し
て
有
益
な
た
た
み
方
と
判
断
し
た

場
合
は
実
行
に
移
す
プ
ロ
セ
ス
の
継
続
が

大
事
と
考
え
る
。
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁

ま
ち
の
た
た
み
方
（
行
財
政
改

革
）
を
進
め
る
こ
と
は
市
と
し
て
避
け
て

通
れ
な
い
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。　
　

持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
維
持
す
る
た

め
に
は
、
か
つ
て
は
地
方
創
生
が
重
要
な

テ
ー
マ
と
な
っ
て
お
り
、
分
散
し
た
イ
ン

フ
ラ
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
べ
く

公
共
施
設
や
交
通
、
医
療
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
中
心
市
街
地
や
主
要
地
域
に
集

約
し
効
率
的
な
運
用
を
図
る
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
論
が
提
唱
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
居
住
す
る
人
た
ち
の

土
地
に
対
す
る
愛
着
を
鑑
み
な
い
論
法
で

効
率
だ
け
を
重
視
し
た
政
策
は
、
幸
福
度

全
国
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
か
ら
か
け
離

れ
た
も
の
で
あ
り
、
持
続
可
能
な
行
財
政

改
革
と
な
り
得
な
い
。
そ
う
し
た
社
会
情

勢
を
加
味
し
て
、
策
定
し
た
第
二
次
仙
北

市
総
合
計
画
の
改
訂
版
で
は
、
幸
福
度
全

国
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
を
目
指
す
こ
と

に
特
化
し
、
更
に
は
政
府
の
推
し
進
め
る

デ
ジ
タ
ル
の
力
を
積
極
的
に
活
用
し
、
行

政
の
効
率
化
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
遠
隔
医
療
や
リ

モ
ー
ト
教
育
の
導
入
は
、
特
に
地
方
で
の

生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
重
要
な
手
段
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
に
住
む
人
々

が
、
都
市
部
と
同
じ
よ
う
に
医
療
や
教
育

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
環
境
が
整
い
、

住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
か
つ
て
と
は
違
う
が
、
こ
れ
も

現
代
風
の
ま
ち
の
た
た
み
方
で
あ
り
、
住

民
自
ら
が
や
り
た
い
こ
と
を
行
い
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
る
こ
と
が
、
新
し
い
ま
ち
の

形
と
考
え
る
。

改
革
の
痛
み
を
最
小
限
に
抑
え
効
率

的
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

こ
と
が
、
幸
福
度
全
国
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の

ま
ち
へ
の
近
道
と
考
え
、
今
後
も
信
念
を

も
っ
て
市
政
運
営
を
継
続
し
て
い
く
。■広大な仙北市
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８
人
の
提
言

安
心
で
安
全
な
地
域
づ
く
り
と
は

質
問

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
伝
達
方

式
防
災
無
線
は
、
来
年
度
に
廃
止
さ
れ
る

が
、
緊
急
時
の
情
報
伝
達
体
制
の
計
画
は

万
全
な
の
か
。

答
弁

現
行
の
防
災
無
線
は
令
和
７
年
度

よ
り
従
来
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
伝

達
方
式
の
も
の
か
ら
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
戸
別
受
信
機
へ
情
報
伝
達
す
る
新
し
い

シ
ス
テ
ム
へ
移
行
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
従

来
の
方
式
で
は
、
風
や
雨
が
強
い
場
合
や

機
密
性
の
高
い
住
宅
で
は
、
聞
こ
え
に
く

い
と
い
っ
た
問
題
も
解
決
す
る
ほ
か
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
用
い
て
屋
内
外
、
市
内

外
を
問
わ
ず
最
新
の
情
報
を
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
。

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
出
す
地
震
、
気
象
情
報

や
市
が
出
す
避
難
情
報
を
、
よ
り
迅
速
に

お
伝
え
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
既
存
の
安

心
・
安
全
メ
ー
ル
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
Ｓ
Ｎ

Ｓ
も
フ
ル
活
用
し
、
引
き
続
き
最
大
限
の

情
報
発
信
に
努
め
て
い
き
た
い
。

質
問

安
心
で
安
全
な
地
域
づ
く
り
に

は
、
自
主
防
災
組
織
が
組
織
化
さ
れ
て
い

れ
ば
こ
そ
「
や
れ
る
事
」「
で
き
る
事
」

が
あ
る
。
自
主
防
災
組
織
の
必
要
性
に
つ

い
て
は
認
識
し
て
い
る
が
、
現
時
点
で
組

織
率
は
向
上
し
て
い
る
の
か
。
人
口
減
の

影
響
等
で
活
動
を
休
止
し
て
い
る
団
体
は

な
い
の
か
。

答
弁

自
主
防
災
組
織
は
共
助
の
要
（
か

な
め
）
で
あ
り
、
地
域
の
防
災
活
動
を
行

う
上
で
非
常
に
重
要
な
役
割
を
担
う
組
織

で
あ
る
。

角
館
地
区
７
組
織
、
田
沢
湖
地
区
18
組

織
、
西
木
地
区
12
組
織
の
仙
北
市
全
体
で

37
の
自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
て
い

る
。
今
年
度
に
な
っ
て
新
た
な
組
織
は
形

成
さ
れ
て
い
な
い
。

地
域
の
防
災
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
し
、

自
主
防
災
組
織
の
重
要
性
に
つ

い
て
説
明
す
る
ほ
か
、
自
主
防

災
組
織
が
実
施
す
る
防
災
訓
練

や
講
習
会
の
開
催
、
防
災
用
品

の
購
入
等
の
防
災
活
動
に
係

る
事
業
に
対
し
て
の
助
成
金
な

ど
、
市
の
支
援
に
つ
い
て
説
明

し
て
い
る
。

ま
た
、
組
織
の
結
成
を
促
す

た
め
自
主
防
災
組
織
の
重
要
性

に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
べ

く
、
各
種
集
会
な
ど
へ
危
機
管

理
監
や
総
合
防
災
課
職
員
が
出

席
し
、
新
た
な
組
織
結
成
に
つ

い
て
強
力
に
働
き
か
け
を
行
っ

て
い
く
。

質
問

地
域
に
お
け
る
、
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

要
望
事
項
等
に
つ
い
て
、
そ
の

対
応
は
万
全
な
の
か
。
財
政
的

な
制
約
は
あ
る
が
、
そ
の
対
応

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
な
さ
れ

た
の
か
。

答
弁

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
要
望
に
つ
い
て
、
特
に
防
災
分
野
に

お
い
て
は
、
財
政
的
な
部
分
の
裏
づ
け
も

必
要
で
は
あ
る
が
、
防
災
・
減
災
に
し
っ

か
り
と
市
が
取
り
組
む
と
い
う
こ
と
は
、

こ
の
地
域
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
心
・
安

全
な
暮
ら
し
の
基
本
と
な
る
の
で
、
で
き

る
限
り
要
望
に
応
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

市長 新たな情報伝達システムにより
最大限の情報発信に努めていく

蒼生会 真 崎 寿 浩 議員

防災無線廃止後の情報伝達体制は万全か

■土砂で埋まった車からの救出訓練（令和６年度の仙北市総合防災訓練）
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■令和６年度 総務部・教育委員会関係の一般会計補正予算 主な内容
ふるさと納税ふるさと便仙北市魅力発信事業費 1億5,165万円 ふるさと納税返礼品費など

ふるさと仙北応援基金積立金 3億円 ふるさと仙北応援基金への積立金

定額減税補足給付金事業費 5,849万円 定額減税の追加給付金（国庫）

戸籍事務・マイナンバー制度導入事業費 1,870万円 マイナンバーにふりがなを振る為の費用（国庫）

校務支援システム運用事業費 323万円 校務を支援するシステム構築のための費用

スクールカウンセラー配置・活用事業費 170万円 いじめ・不登校相談執務者への報償費等

総務文教常任委員会

　９月定例会の総務文教常任委員会では、合併に係る新市建設計画新旧対照表の一部変更「新市建設計画の
変更について」及び、令和５年度の決算認定、令和６年度の補正予算などについて審査されました。
　補正予算では、ふるさと納税返礼品費や校務支援システム事業費などについて議論されました。

ふるさと仙北応援基金積立金へ3億円補正

令和６年度 一般会計補正予算の主な質疑

◆ふるさと納税返礼品のコメ不足について
質問 ふるさと納税返礼品のコメが高くなっているが、品物はあるのか。
答弁　コメの価格が高騰しており、なかなか集まらない状況で、現在は返礼品のコメをストップしている。

あるものしか売れないという事で進めてまいりたいと考えている。

◆校務支援システム運用事業費について
質問 令和 7 年度から行う事業との報告だったが、なぜ、このタイミングでの補正予算なのか。
答弁　来年度の運用に向けて、システムを構築する為の補正である。7 月に費用が公表されたので、9 月

補正予算に計上させていただいた。

令和５年度 一般会計歳入歳出決算認定審査の質疑から

◆田沢湖クニマス未来館の入館者数について
質問 クニマス未来館の入館者数が、年々少なくなっているが、今後の

対策等はあるのか。
答弁　年々、入館者数が減っている事は自覚しており、何とか入館者数

を増やしたいという事で、インスタグラムを始め発信力を高めて
いる。また、秋の企画展も開催し誘客に努めたい。更に、観光課、
観光協会と話し合いながら少しでも誘客を進めていきたい。

◆インターナショナルスクール事業費について
質問 インターナショナルスクール誘致事業の現在の進捗状況はどうなっているのか。
答弁　非常に順調に進んでおり 3 年目の来年には、具体的な誘致サポートに向かえるのではないかと思う。

口約束ではなく進出に係る合意書や覚書を交わし、良い報告が出来るように努めてまいりたい。

◆給食費の収入状況について
質問 給食費は全国的に無償化が進みつつあるが、その前に給食費の滞納状況について解消できないか、

抜本的な手法はあるのか。
答弁　現年度分の収納率は 99% 過年度分の滞納繰越分の収納率は７％強である。徴収に関しては、電話や

対面により分納誓約書を頂き徴収に努めている。今後も滞納者の自宅に訪問する等、滞納解消に努
めていきたい。

（熊谷 一夫 記）

■入館者が増えるか
　田沢湖クニマス未来館
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市民福祉常任委員会

■令和６年度 市民福祉部関係の一般会計補正予算 主な内容

戸籍事務・マイナンバー制度導入事業費 187万円 戸籍の氏名振り仮名を通知するためのシステム機能整備
経費

高齢難聴者補聴器購入費助成事業費 30万円 助成対象者が当初予算より増えたため追加の補正費用

温泉休養施設管理組合費 74万円 クリオンの耐火扉が腐食劣化のための取り替え修繕費

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証
の

原
則
一
本
化
の
方
針
に
基
づ
き
、
令
和
６
年
12

月
２
日
以
降
、
従
来
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
発

行
は
廃
止
と
な
り
新
た
に
発
行
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

発
行
済
み
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

は
有
効
期
限
の
令
和
７
年
９
月
30
日
ま
で
使

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

同
じ
く
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
は

有
効
期
限
の
令
和
７
年
７
月
31
日
ま
で
使
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
（
保
険
者
利
用
登
録
を
し
て

い
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
こ
と
）
を
持
っ

て
い
な
い
方
で
、
次
の
対
象
の
方
に
は
、
健
康

保
険
被
保
険
者
証
の
代
わ
り
と
な
る
「
資
格
確

認
書
」
を
発
行
し
ま
す
。

【
対
象
の
方
】
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
な

い
方
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な

い
方
で
令
和
６
年
12
月
２
日
以
降
に
出
生
・
新

た
に
健
保
へ
加
入
・
健
保
加
入
者
で
転
入
さ
れ

た
方
、
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
紛
失
し
た
方

な
ど
に
「
資
格
確
認
書
」
を
発
行
し
ま
す
。

【
形
状
】
現
行
の
被
保
険
者
証
と
同
様
の
サ
イ
ズ

【
有
効
期
限
】
１
年
間

※
そ
の
他
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報
等
で
お

知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

　９月定例会の市民福祉常任委員会では、令和６年度一般会計補正予算及び令和５年度決算について審査さ
れました。戸籍の氏名振り仮名を通知するためのシステム機能整備経費・高齢難聴者補聴器購入費助成の追
加予算や、国民健康保険者証の発行廃止・資格確認書等について議論されました。

高齢難聴者補聴器購入費助成　１０人分を追加補正

健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
発
行
廃
止

と「
資
格
確
認
書
」の
発
行
に
つ
い
て

こ
こ
が
知
り
た
い

令和5年度 仙北市病院事業会計決算 単位：千円

角館病院 田沢湖病院 合　計

医業収益 3,134,492 569,465 3,703,957

医業費用 3,811,161 852,934 4,664,095

医業利益 △ 676,669 △ 283,469 △ 960,138

医業外収益 510,591 320,318 830,909

医業外費用 188,661 40,341 229,002

経常損失 △ 354,739 △ 3,492 △ 358,231

特別利益 9,860 1,885 11,745 

特別損失 0 0 0 

純損益 △ 344,879 △ 1,607 △ 346,486

【参考】令和４年度 仙北市病院事業会計決算 単位：千円

角館病院 田沢湖病院 合　計

純損益 △ 317,874 △ 10,403 △ 328,277

■令和５年度 一般会計から 3 億 9,046 万円
　繰入れしている田沢湖病院

■令和５年度 一般会計から 9 億 5,954 万円
　繰入れしている角館総合病院

※仙北市の財政負担が大きい２つの市立病院への経営支援
（小田島 広仁 記）
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産業建設常任委員会

■令和６年度 観光文化スポーツ部・農林商工部・建設部関係の一般会計補正予算 主な内容

有害鳥獣駆除事業費 397万円 有害鳥獣対策用電気柵購入費補助金等

市指定天然記念物補助金 18万円 市指定天然記念物「柏」の保存と防災のための剪定費への補助

農業用施設災害復旧費 587万円 令和６年６月 30日以降の大雨災害による農地、農業用施設の復旧費

公共土木施設災害復旧費 3,082万円 令和５年８月以降の大雨災害による河川の復旧費

　９月定例会の産業建設常任委員会では、主に令和６年度一般会計補正予算や令和５年度一般会計歳入歳出
決算認定及び令和５年度の温泉・水道・下水道事業決算について審査されました。一般会計補正予算では、
林業総務費として有害鳥獣駆除事業費 397 万円の追加となりました。

有害鳥獣駆除事業費
電気柵購入費補助金等として397万円を追加

令和５年度 公営企業会計決算
認定審査の質疑から

温泉事業　令和５年分の未収金はあるか。また、それ以
前の未収金の回収見込みはどうか。

答弁　現年分の未収金は発生していない。過年度分につ
いては、二つの会社から毎月一定の額を納めても
らっており、年々減少していく見込みである。

水道事業　人口減少が進み、供給戸数が減っていく中で
経営対策等はあるのか。

答弁　今月からの料金改定で増収にはなるが、人口減少
分を全て補える程ではなく、薬品や水道メーター、
電気料等も高騰しており、現金預金を維持しなが
ら事業を実施していきたい。

下水道事業　田沢湖浄化センターの大規模改修が予定さ
れているのか。また、工事期間はいつまでか。

答弁　ストックマネジメント計画に基づき設備等を順次
改修しており、令和７年度まで長寿命化を目的に
実施を予定している。

（武藤 義彦 記）

令和６年度
一般会計補正予算の主な質疑

◆有害鳥獣駆除事業費について
質問　イノシシの捕獲数はどの程度か、また、

有効な電気柵設置に向けた講習会等は実
施するのか。

答弁　捕獲数は９月 16 日現在で 25 頭である。
電気柵については購入時のマニュアル
により適切に設置可能であると考えてお
り、県の鳥獣対策会議の中で職員が講習
を受けたが、難しいものではなかったこ
ともあり講習会は考えていない。

◆市指定天然記念物「柏」
　保存事業費補助金について
質問　剪定方法はどうするのか。
答弁　高所作業車を伴わない特殊伐採「空師（そ

らし）」による枝おろしでコンパクトに
剪定する。

◆公共土木施設災害復旧事業費に
　ついて
質問　市内の河川の流木や除草作業を含めて、

県にお願いすべきではないか。
答弁　県管理河川については要望をしており、

桧木内川についても過去に何度も対応し
てもらっているが、かなり溜まっている
場所もあるので引き続き要望していきた
い。

令和5年度 公営企業会計決算を認定　    　　単位：千円

会 計 名 事 業 名 収 入 支 出
収 支
差 引 額

企 業
債 残 高

公営
企業会計

温泉事業 53,914 63,015 △ 9,101 91,767

水道事業 467,079 604,894 △ 137,815 3,811,026

下水道事業 840,069 932,885 △ 92,816 4,973,677



市
民
か
ら
負
託
を
受
け
た
議
員
は
、
一
般

質
問
で
市
民
の
声
を
議
会
に
届
け
、
皆
さ
ん

と
一
緒
に
市
政
を
動
か
し
て
い
く
役
目
を

担
っ
て
い
ま
す
。
当
局
と
多
様
性
に
富
ん
だ

内
容
を
議
論
で
き
る
こ
と
は
、
歓
迎
さ
れ
て

い
る
と
確
信
し
ま
す
。
答
弁
の
「
検
討
し
ま

す
。」
は
、
そ
の
後
に
つ
い
て
確
認
し
た
く
な

る
の
が
質
問
者
で
す
。「
前
任
者
か
ら
引
き
継

い
で
い
な
い
。」「
議
論
に
至
っ
て
い
な
い
。」

で
は
、
行
政
の
連
続
性
に
疑
念
を
抱
い
て
し

ま
い
ま
す
。

昨
年
の
コ
メ
の
不
作
が
響
い
て
、
今
年
は
、

コ
メ
農
家
か
ら
の
買
い
付
け
価
格
が
高
騰
し

て
、
店
頭
に
並
ぶ
コ
メ
の
値
段
は
、
税
込
み

１
キ
ロ
７
０
０
円
ほ
ど
が
常
態
化
し
て
い
ま

す
。
低
米
価
で
も
頑
張
っ
て
き
た
稲
作
農
家

に
と
っ
て
は
、
よ
う
や
く
生
産
価
格
に
追
い

つ
け
た
と
安
堵
感
は
あ
る
も
の
の
、
物
価
高

騰
続
き
で
は
、
素
直
に
喜
べ
な
い
現
実
も
あ

り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
で
人
気
の
あ
っ
た

仙
北
市
産
米
に
も
影
響
が
出
て
、
こ
れ
ま
で

の
よ
う
に
ふ
る
さ
と
納
税
に
頼
れ
な
い
状
況

下
に
あ
る
と
言
わ
れ
、
市
で
は
、
す
で
に

次
年
度
予
算
編
成
に
取
り
掛
か
っ
て
お
り
、

５
億
円
の
支
出
削
減
を
公
言
し
て
お
り
ま
す
。

厳
し
い
財
政
が
先
行
し
曇
天
の
中
に
い
る
思

い
で
す
が
、
議
会
広
報
は
、
よ
り
一
層
読
み

や
す
い
内
容
を
心
が
け
、
編
集
の
見
直
し
を

模
索
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
平
岡
裕
子
委
員
長
記
）

編
集
後
記

教
育
委
員
会
委
員

田

口

桂
一
郎
（
65
歳
）【
再
任
】

角
館
町
下
岩
瀬
８
番
地

人
権
擁
護
委
員

伊

藤

政

和
（
67
歳
）【
再
任
】

田
沢
湖
小
松
字
二
枚
橋
38
―
２

人
ࣄ
Ҋ
ớ݅
ܟ
শ
ུ
Ờ

10
月
15
日

雫
石
町
議
会
議
員
と

仙
北
市
議
会
議
員
と
の
交
流
会
が
ア

ル
パ
こ
ま
く
さ

火
山
防
災
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
会
場
に
開
催
し
、「
八
幡
平

山
系
直
轄
砂
防
事
業
に
つ
い
て
」
と

題
し
、
秋
田
駒
ヶ
岳
山
系
砂
防
出
張

所
長

伊
藤
俊
介
氏
よ
り
ご
講
演
を

い
た
だ
き
、
県
域
を
越
え
た
広
域
行

政
の
推
進
の
た
め
、
議
員
相
互
の
情

報
交
換
を
図
り
ま
し
た
。

こ
の
他
、
10
月
22
日
に
は
、
秋
田

市
に
て
秋
田
県
市
議
会
議
員
研
修
会
・

10
月
31
日
に
は
、
湯
沢
市
に
て
県
南
４

市
議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
西
宮
三
春
記
）

10
月
11
日

大
仙
市
・
仙
北
市
・

美
郷
町
議
会
議
員
交
流
会
が
仙
北
市

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

医
療M

aaS
車
輌
の
見
学
後
、【
ち

ん
ち
ん
先
生
で
も
仙
北
市
の
最
先
端

の
地
域
医
療
】
と
題
し
、
西
明
寺
診

療
所
所
長
市
川
晋
一
先
生
か
ら
ご
講

演
を
い
た
だ
き
、
仙
北
市
の
取
り
組

み
を
２
市
１
町
の
議
員
で
情
報
共
有

し
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

雫
石
町
議
会
議
員
と
の
交
流
会

大
仙
市
議
会
議
員
・

美
郷
町
議
会
議
員
と
の
交
流
会

今
回
か
ら
表
紙
を
写
真
好
き
の
市
民
か
ら
提

供
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
初
登
場
は
角

館
町
下
菅
沢
の
雲
雀
秀
人
さ
ん
で
す
。

ご
自
分
の
菩
提
寺
で
あ
る
白
岩
の
雲
巌
寺
の

紅
葉
と
凛
と
し
た
杉
並
木
の
奥
に
あ
る
山
門
を

映
し
出
し
ま
し
た
。

雲
巌
寺
は
角
館
町
で
最
も
古
い
１
４
５
０
年

創
建
（
５
７
４
年
前
）
で
、
山
門
は
秋
田
県
有

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
座
禅
堂
や

白
岩
焼
に
よ
る
千
体
仏
な
ど
見
ど
こ
ろ
い
っ
ぱ

い
で
す
。　ご提供は、四柱神社総代の佐々木達

比古さんです。
　この度、生保内の野村田向、相内端
部落の守り神である四柱神社の鳥居を
75 年ぶりに青森ヒバ材で建て替えま
した。（新旧の鳥居です）

市民提供の写真を紹介します

仙北市議会議員活動紹介

■発行／秋田県仙北市議会　〒014-1201秋田県仙北市田沢湖生保内字宮ノ後30　TEL0187-43-0334
■印刷／株式会社松本印刷

表
紙
は
市
民
提
供
の
写
真
で
す

医療 MaaS 車輌「医信電診丸」に
興味津々の大仙市・美郷町の議員
の面々

アルパこまくさ 火山防災ス
テーションでの土砂災害や
砂防事業の講演の様子

ユーモアたっぷり市川所長の講演に聞き入
る２市１町の議員たち

会派名 新成せんぼく
〔令和６年９月 17 日設立〕

役　職 氏　　名

代　表 青　柳　宗五郎

副代表 小田島　広　仁

幹事長 中　村　和　彦

会　計 西　宮　三　春

新会派が結成されました




